
    

    

 

平成２６年平成２６年平成２６年平成２６年    ６月度６月度６月度６月度    バージョンアップ項目バージョンアップ項目バージョンアップ項目バージョンアップ項目 

 

    

＜施工図システム＞＜施工図システム＞＜施工図システム＞＜施工図システム＞ 

 

１ ．寄棟ガセット、勾配なりに対応 

２ ．剛接ジョイントの芯合わせに対応 

３ ．剛接ジョイントのフィラーの原寸出力を追加 

４ ．胴縁ピースの集計、データの変更があっても枝番が変わらないよう変更 

５ ．ピン接ジョイントマーク、階、設計マークごとの設定に対応 

６ ．キャンティ梁先端斜め切り対応 

７ ．レイヤ出力対応 

８ ．ハイベースＮＥＯ対応 

９ ．梁の修正溶接梁対応 

１０．梁の修正高速化 

１１．スリーブ高速化 

１２．耐風梁クリアのマイナス値入力に対応 

１３．柱詳細､単品図 仕口上のペントハウス柱の穴表示に対応 

１４．Ｈ部材でのハンチ時､自動でＢＨ部材への対応 

１５．コア仕口組立図 通り方向表示有無の選択対応 

１６．間柱､耐風梁入力での計測機能の追加 

１７．自社名設定、工事ごとの設定に対応    

    

    

    

＜胴縁システム＞＜胴縁システム＞＜胴縁システム＞＜胴縁システム＞    

    

１．施工図変換データ、剛接ジョイントの芯合わせに対応 

２．軸組ピースの集計を変更 

３．胴縁加工図、縦２列孔の縦ピッチを表示するよう変更    

４．レイヤ設定を追加 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



＜施工図システム＞＜施工図システム＞＜施工図システム＞＜施工図システム＞ 

 

１．寄棟ガセット、勾配なり１．寄棟ガセット、勾配なり１．寄棟ガセット、勾配なり１．寄棟ガセット、勾配なりに対応に対応に対応に対応 

寄棟ガセット、勾配なりに対応しました。 

  

隅梁（勾配のある斜め梁）に付く水平な小梁が勾配なりに転ぶ場合のガセットです。 

 原寸型紙出力例、 

  

 

 ＊合わせ位置・・・単品の追い寸の位置になります。 

 梁単品図出力例、単品図に原寸型紙を合わせてあります。 

    



２．剛接ジョイントの芯合わせに対応２．剛接ジョイントの芯合わせに対応２．剛接ジョイントの芯合わせに対応２．剛接ジョイントの芯合わせに対応 

剛接ジョイントの芯合わせに対応しました。 

 

 端部と中央部の部材サイズが違う場合の合わせの設定を追加しました。 

 「基準設定」ー「ジョイント空間」で天端合わせと芯合わせの選択をします。 

＊ 物件毎の設定です。 

＊ 芯合わせの親梁に付く小梁ガセットは従来通りのガセットになります。 

（中央部の下がり分は考慮しません） 

 

継手基準図の出力例、＜芯合わせ＞ 

      



３．剛接ジョイントのフィラーの原寸出力を追加３．剛接ジョイントのフィラーの原寸出力を追加３．剛接ジョイントのフィラーの原寸出力を追加３．剛接ジョイントのフィラーの原寸出力を追加 

 剛接ジョイントのフィラーの原寸出力を追加しました。 

  

合番は従来通り、「継手符号＋“ＦＰ”＋厚み」です。 

 剛接ジョイントの原寸型紙出力例、＜芯合わせ＞ 

   
  

 

 

４．胴縁ピースの集計、データの変更があっても枝番が変わらないよう変更４．胴縁ピースの集計、データの変更があっても枝番が変わらないよう変更４．胴縁ピースの集計、データの変更があっても枝番が変わらないよう変更４．胴縁ピースの集計、データの変更があっても枝番が変わらないよう変更 

胴縁ピースの集計、データの変更があっても枝番が変わらないようにしました。 

 

 胴縁システムと連動した場合の胴縁ピースの集計を修正しました。 

・ ピースの長さが変わる変更があった場合に、合番（長さ毎の枝番）が変わらないようにしました。 

一度使用した枝番は、その長さのピースが無くなれば空き番になります。 

 

 

 

５．ピン接ジョイントマーク、階、設計マークごとの設定に対応５．ピン接ジョイントマーク、階、設計マークごとの設定に対応５．ピン接ジョイントマーク、階、設計マークごとの設定に対応５．ピン接ジョイントマーク、階、設計マークごとの設定に対応 

 ピン接ジョイントマークで、階、設計マークごとに設定できるようになりました。 

 

＜ジョイント＞－＜梁継手設定＞ 

“部材サイズでまとめる”、”設計マークごとにジョイントを分ける”をクリックすることで、切替できま   

す。 

 



 

 

 

 



６．キャンティ梁先端斜め切り対応６．キャンティ梁先端斜め切り対応６．キャンティ梁先端斜め切り対応６．キャンティ梁先端斜め切り対応    

    キャンティ梁先端の斜め切りに対応しました。 

 

 ＜伏図＞－＜梁の配置＞－＜梁の修正＞でキャンティ梁を選択します。 

 ウエーブカットありを選択します。 

    

 柱単品図出力例： 

 



 仕口リスト出力例：     

 

 

 

 

７．レイヤ出力対応７．レイヤ出力対応７．レイヤ出力対応７．レイヤ出力対応 

 レイヤ出力に対応対応しました。 

 

 ＜図面作成＞－＜図面レイアウト＞－＜基本データ＞ 

 “レイヤ分けする”にチェックを入れます。 

 

 



    

    

８．ハイベースＮＥＯ対応８．ハイベースＮＥＯ対応８．ハイベースＮＥＯ対応８．ハイベースＮＥＯ対応 

 ハイベースＮＥＯに対応しました。 

 

９．梁の修正溶接梁対応９．梁の修正溶接梁対応９．梁の修正溶接梁対応９．梁の修正溶接梁対応 

キャンティ梁の先端が、柱、梁の場合に対応しました。 

  

 
     

１０．梁の修正高速化１０．梁の修正高速化１０．梁の修正高速化１０．梁の修正高速化 

梁の修正の処理を高速化ました。 

 

１１．スリーブ高速化１１．スリーブ高速化１１．スリーブ高速化１１．スリーブ高速化 

スリーブの処理を高速化しました。    

    

    



１２．耐風梁クリアのマイナス値入力に対応１２．耐風梁クリアのマイナス値入力に対応１２．耐風梁クリアのマイナス値入力に対応１２．耐風梁クリアのマイナス値入力に対応 

耐風梁のクリアにマイナス値が入力できるようになりました。    

    

    
    

    

    

    

１３．柱詳細､単品図１３．柱詳細､単品図１３．柱詳細､単品図１３．柱詳細､単品図    仕口上のペントハウス柱の穴表示に対応仕口上のペントハウス柱の穴表示に対応仕口上のペントハウス柱の穴表示に対応仕口上のペントハウス柱の穴表示に対応 

柱詳細図、単品図に仕口の上にのるペントハウス柱のベースが表示されるようになりました。 

 

柱詳細出力サンプル 

    

    

    

    

    

    

    

    



１４．Ｈ部材でのハンチ時､自動でＢＨ部材への対応１４．Ｈ部材でのハンチ時､自動でＢＨ部材への対応１４．Ｈ部材でのハンチ時､自動でＢＨ部材への対応１４．Ｈ部材でのハンチ時､自動でＢＨ部材への対応 

梁の端部材が”Ｈ”でハンチする時、自動的にＢＨにするか選択できるようになりました。 

 

＜基準設定＞－＜ハンチ設定＞－＜ハンチ部ＢＨ対応＞で設定できます。    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンチ距離を入力すると端部材が自動でＢＨ材になります。 

    



１５．コア仕口組立図１５．コア仕口組立図１５．コア仕口組立図１５．コア仕口組立図    通り方向表示有無の選択対応通り方向表示有無の選択対応通り方向表示有無の選択対応通り方向表示有無の選択対応 

コア仕口組立図の通り方向の表示の有無を選択できるようになりました。 

 

＜柱詳細＞―＜仕口加工表＞―＜コア仕口組立図＞で設定できます。 

表示する場合は、チェックを入れてください。 

    
    

    

 

チェックあり                    チェックなし    

    

    

    

    

    

    

    



１６．間柱､耐風梁入力での計測機能の追加１６．間柱､耐風梁入力での計測機能の追加１６．間柱､耐風梁入力での計測機能の追加１６．間柱､耐風梁入力での計測機能の追加 

間柱耐風梁配置の軸画面で、計測機能が使えるようになりました。    

    

右下の計測したい項目を選択してから、左側軸図の要素を選択してください。 

計測結果が表示されます。 

 

 

    

１７．自社名設定、工事ごとの設定に対応１７．自社名設定、工事ごとの設定に対応１７．自社名設定、工事ごとの設定に対応１７．自社名設定、工事ごとの設定に対応 

自社名設定が工事ごとに設定できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

＜胴縁システ＜胴縁システ＜胴縁システ＜胴縁システム＞ム＞ム＞ム＞    

    

１．施工図１．施工図１．施工図１．施工図変換データ、剛接ジョイントの芯合わせに対応変換データ、剛接ジョイントの芯合わせに対応変換データ、剛接ジョイントの芯合わせに対応変換データ、剛接ジョイントの芯合わせに対応 

 施工図変換データ、剛接ジョイントの芯合わせに対応しました。 

 

 ※施工図システムで「芯合わせ」を使用する場合は、胴縁システムの有償版Ｖ５以降を使用して下さい。 

 

 梁との取り合いのピースの配置位置が「天端合わせ」とは変わります。 

 

 ピース自動配置後の画面 

   

  

 

２．軸組ピースの集計を変更２．軸組ピースの集計を変更２．軸組ピースの集計を変更２．軸組ピースの集計を変更 

  軸組ピースの集計を変更しました。 

 

・１つの工事内で合番（長さ毎の枝番）を共通にしました。   

・施工図と連動した物件は、施工図で集計したピースの合番（長さ毎の枝番）と同じになります。 

 

 

３．胴縁加工図、縦２列孔の縦ピッチを表示するよう変更３．胴縁加工図、縦２列孔の縦ピッチを表示するよう変更３．胴縁加工図、縦２列孔の縦ピッチを表示するよう変更３．胴縁加工図、縦２列孔の縦ピッチを表示するよう変更 

  胴縁加工図、縦２列孔の縦ピッチを表示するようにしました。（Ｂ４縦４列は除く） 

 

  「初期設定」-「出力設定」-「加工図２」で表示の有無を選択します。 

 

   

 

 

 

 

 

 



 

「出力設定」の画面 

    

   

※「シグマＦ１加工図読取システム」で胴縁システムから出力した図面を読み込んだ場合に縦ピッチを自動で 

セットします。 

  

 加工図出力例  

   



４．レイヤ設定を追加４．レイヤ設定を追加４．レイヤ設定を追加４．レイヤ設定を追加    

  元図にレイヤが設定してある場合にレイヤ毎に表示の有無を選択できるようにしました。 

  

  レイヤのある図面の例 

   

 

※図面出力時（割付図・組立図）は、レイヤ分けの有無を選択できます。 

 

 


